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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期中間期 2,860 14.9 482 － 528 － 764 －

2023年12月期中間期 2,488 34.0 △396 － △510 － △514 －

（注）包括利益 2024年12月期中間期 1,257百万円 （－％） 2023年12月期中間期 △334百万円 （－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2024年12月期中間期 15.24 －

2023年12月期中間期 △11.36 －

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2024年12月期中間期 13,383 8,074 60.3

2023年12月期 13,220 6,739 51.0

（参考）自己資本 2024年12月期中間期 8,074百万円 2023年12月期 6,739百万円

年間配当金
第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2024年12月期 － 0.00

2024年12月期(予想) － － －

１．2024年12月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年１月１日～2024年６月30日）

（注）１.2023年12月期中間期の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が

存在するものの１株当たり中間純損失であるため記載しておりません。

２.2024年12月期中間期の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

２．2024年12月期の配当予想につきましては、現時点では「未定」といたします。



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,800 11.1 550 － 590 － 550 － 10.97

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年12月期中間期 50,636,900株 2023年12月期 50,436,900株

②  期末自己株式数 2024年12月期中間期 443,189株 2023年12月期 487,124株

③  期中平均株式数（中間期） 2024年12月期中間期 50,171,896株 2023年12月期中間期 45,321,409株

３．2024年12月期の連結業績予想（2024年１月１日～2024年12月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

２．連結業績予想の修正につきましては、本日（2024年８月９日）公表いたしました「連結業績予想の修正及び医

薬品事業における生産体制の再編（減損損失の計上）に関するお知らせ」をご覧ください。

※  注記事項
（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

　決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで開示するとともに、当社ホームページに掲載いたします。
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前中間連結会計期間

（自　2023年１月１日

至　2023年６月30日）

当中間連結会計期間

（自　2024年１月１日

至　2024年６月30日）

国内 1,702 1,835

海外 412 819

合計 2,115 2,654

１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の分類移行にともなう社会経済活動の正

常化、雇用・所得環境の改善を背景に、国内景気は緩やかな持ち直しの動きが見受けられました。一方、継続的な

物価の上昇による消費の減速懸念等、依然として景気の見通しは不透明な状況が続いております。

　このような中、当社グループは医薬品事業において、市場への安定供給という課題に対し、供給体制を強化する

ため、製造人員の増強やシフト生産体制の構築、京都工場の医薬品ラインの立ち上げ等に取り組んでまいりまし

た。また、感染管理事業では二酸化塩素のエビデンス強化に係る研究開発を通じた消費者の皆様への信頼醸成や、

売上規模に応じたコスト管理等収益性の改善施策に取り組んでまいりました。

　これらの結果、当中間連結会計期間の売上高につきましては、医薬品事業の増収により、対前年同期比14.9％増

の2,860百万円となりました。売上総利益につきましては、医薬品事業の増収影響等により、対前年同期比59.8％

増の1,678百万円となりました。

　販売費及び一般管理費につきましては、継続的なコスト削減施策の実行等により、対前年同期比17.3％減の

1,196百万円となりました。

　これらの結果、当中間連結会計期間の営業利益は482百万円（前年同期は396百万円の営業損失）、経常利益は

528百万円（前年同期は510百万円の経常損失）となりました。特別利益につきましては、医薬品事業の仕入取引に

関連し、取引先より受領した受取補償金200百万円を計上しております。その結果、親会社株主に帰属する中間純

利益につきましては764百万円（前年同期は514百万円の親会社株主に帰属する中間純損失）となりました。

　セグメント別の経営成績につきましては以下のとおりであります。

（医薬品事業）

　医薬品事業につきましては、国内市場における市場規模が対前年同期比で108.2％となり新型コロナウイルス感

染症の影響から回復し、コロナ前の水準を上回ってきております。堅調な需要に対し、前連結会計年度より引き続

き、製造人員の増強やシフト生産体制の構築、京都工場の医薬品ラインの立ち上げ等の増産施策の取り組みを進め

てまいりました。これらの取り組みにより、供給課題は徐々に解消に向かいつつあります。また、原材料及び資材

費や物流費等の価格高騰を背景に、国内において「正露丸」、「セイロガン糖衣Ａ」の出荷価格の値上げを実施い

たしました。

　この結果、国内向けの医薬品売上高につきましては、対前年同期比7.8％増の1,835百万円となりました。また、

海外向けにつきましては、前連結会計年度において国内向けとの出荷調整によって十分な供給量を確保することが

できませんでしたが、香港市場へ一部の出荷を再開できたこと等から、対前年同期比98.5％増の819百万円となり

ました。

　これらの結果、医薬品事業につきましては、対前年同期比25.5％増の2,654百万円の売上高となりました。ま

た、セグメント利益につきましては、主に増収影響により、対前年同期比110.9％増の1,086百万円となりました。

・外部顧客への売上高の内訳（医薬品事業）

（単位：百万円）
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前中間連結会計期間

（自　2023年１月１日

至　2023年６月30日）

当中間連結会計期間

（自　2024年１月１日

至　2024年６月30日）

国内：一般用 75 95

国内：業務用 251 92

海外 43 15

合計 370 203

（感染管理事業）

　感染管理事業につきましては、売上規模に応じたマーケティング費用の投下等コストコントロールを強化し、収

益性の改善に取り組んでまいりました。

　これらの結果、売上高は対前年同期比で167百万円減少の203百万円となりました。また、セグメント損失につき

ましては、各種費用の抑制等により対前年同期比で211百万円改善し195百万円となりました。

・外部顧客への売上高の内訳（感染管理事業）

（単位：百万円）

（その他事業）

　その他事業につきましては、主に木酢液を配合した入浴液や園芸用木酢液等の製造販売を行い、売上高は２百万

円、セグメント損失につきましては６百万円となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

①財政状態

　当中間連結会計期間末における資産合計は13,383百万円（前連結会計年度末比163百万円増）となりました。ま

た負債合計は5,308百万円（同1,171百万円減）、純資産合計は8,074百万円（同1,334百万円増）となりました。前

連結会計年度末からの主な変動要因は、現金及び預金の減少等による流動資産313百万円の減少や投資有価証券の

評価替による増加等による固定資産476百万円の増加、未払金の減少等による流動負債609百万円の減少、長期借入

金の返済等による固定負債561百万円の減少、また、親会社株主に帰属する中間純利益の計上等による純資産1,334

百万円の増加等であります。

②キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況につきましては、現金及び現金同等物（以下、「資金」

という。）が前連結会計年度末より327百万円減少し、当中間連結会計期間末残高は、4,916百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は256百万円（前年同期は126百万円の獲得）となりました。主に未払金の減少363

百万円、棚卸資産の増加233百万円等の減少要因の一方で、税金等調整前中間純利益724百万円、売上債権の減少

191百万円、減価償却費128百万円等の増加要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は135百万円（前年同期は707百万円の獲得）となりました。主に有形固定資産の取

得による支出72百万円、資産除去債務の履行による支出68百万円等の減少要因によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は562百万円（前年同期は827百万円の獲得）となりました。主に長期借入金の返済

による支出603百万円等の減少要因によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年12月期の通期連結業績予想につきましては、2024年３月７日公表の予想を修正いたしました。詳細は、本

日別途公表いたしました「連結業績予想の修正及び医薬品事業における生産体制の再編（減損損失の計上）に関す

るお知らせ」をご覧ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,484 5,152

受取手形及び売掛金 1,985 1,815

商品及び製品 421 545

仕掛品 387 568

原材料及び貯蔵品 565 496

その他 264 217

流動資産合計 9,109 8,795

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,025 983

機械装置及び運搬具（純額） 826 758

土地 1,675 1,675

建設仮勘定 2 22

その他（純額） 50 53

有形固定資産合計 3,581 3,494

無形固定資産 1 24

投資その他の資産

投資有価証券 236 781

その他 291 286

投資その他の資産合計 527 1,068

固定資産合計 4,111 4,587

資産合計 13,220 13,383

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(2024年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 375 380

１年内返済予定の長期借入金 1,206 1,276

未払金 740 334

未払法人税等 42 39

返金負債 72 63

賞与引当金 75 48

転貸損失引当金 48 11

資産除去債務 203 17

その他 281 264

流動負債合計 3,046 2,437

固定負債

長期借入金 1,999 1,326

長期未払金 549 549

転貸損失引当金 28 21

退職給付に係る負債 624 620

資産除去債務 20 20

その他 210 333

固定負債合計 3,433 2,871

負債合計 6,480 5,308

純資産の部

株主資本

資本金 2,267 10

資本剰余金 2,689 4,997

利益剰余金 1,628 2,393

自己株式 △300 △273

株主資本合計 6,284 7,126

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 91 469

為替換算調整勘定 363 477

その他の包括利益累計額合計 454 947

新株予約権 0 -

純資産合計 6,739 8,074

負債純資産合計 13,220 13,383
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日

　至　2024年６月30日)

売上高 2,488 2,860

売上原価 1,437 1,181

売上総利益 1,050 1,678

販売費及び一般管理費 1,447 1,196

営業利益又は営業損失（△） △396 482

営業外収益

受取利息 9 15

為替差益 28 38

原状回復負担金等収入 9 －

その他 3 10

営業外収益合計 51 63

営業外費用

支払利息 4 4

賃貸費用 0 4

操業停止関連費用 145 －

支払手数料 15 6

その他 0 2

営業外費用合計 165 18

経常利益又は経常損失（△） △510 528

特別利益

投資有価証券売却益 87 －

受取補償金 － 200

特別利益合計 87 200

特別損失

減損損失 69 －

投資有価証券評価損 － 4

特別損失合計 69 4

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損

失（△）
△492 724

法人税、住民税及び事業税 7 27

法人税等調整額 14 △68

法人税等合計 22 △40

中間純利益又は中間純損失（△） △514 764

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に

帰属する中間純損失（△）
△514 764

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

（中間連結会計期間）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日

　至　2024年６月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） △514 764

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 119 378

為替換算調整勘定 60 113

その他の包括利益合計 180 492

中間包括利益 △334 1,257

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △334 1,257

（中間連結包括利益計算書）

（中間連結会計期間）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日

　至　2024年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純

損失（△）
△492 724

減価償却費 351 128

減損損失 69 －

投資有価証券売却損益（△は益） △87 －

受取補償金 － △200

返金負債の増減額（△は減少） △28 △9

賞与引当金の増減額（△は減少） 29 △26

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △44 △3

課徴金引当金の増減額(△は減少) △607 －

転貸損失引当金の増減額（△は減少） － △44

受取利息及び受取配当金 △9 △15

支払利息 4 4

投資有価証券評価損益（△は益） － 4

為替差損益（△は益） △0 △0

売上債権の増減額（△は増加） 133 191

棚卸資産の増減額（△は増加） 116 △233

仕入債務の増減額（△は減少） 51 △25

未払費用の増減額（△は減少） △21 △121

未払金の増減額（△は減少） 398 △363

未払又は未収消費税等の増減額 145 △11

その他 114 57

小計 122 55

利息及び配当金の受取額 11 13

利息の支払額 △4 △4

補償金の受取額 － 200

法人税等の支払額 △3 △7

営業活動によるキャッシュ・フロー 126 256

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20 △1

定期預金の払戻による収入 71 30

有形固定資産の取得による支出 △27 △72

有形固定資産の売却による収入 － 0

無形固定資産の取得による支出 △3 △24

投資有価証券の売却による収入 287 －

投資有価証券の償還による収入 400 －

資産除去債務の履行による支出 － △68

投資活動によるキャッシュ・フロー 707 △135

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △589 △603

リース債務の返済による支出 △16 △14

配当金の支払額 △0 △1

新株予約権の行使による株式の発行による収入 1,425 59

新株予約権の発行による収入 13 －

その他 △2 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー 827 △562

現金及び現金同等物に係る換算差額 53 113

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,714 △327

現金及び現金同等物の期首残高 2,797 5,244

現金及び現金同等物の中間期末残高 4,511 4,916

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当中間連結会計期間において、2024年３月28日開催の第78回定時株主総会決議により、会社法第447条第１項の規

定に基づき、効力発生日を2024年５月31日として、資本金2,287百万円を減少し、その他資本剰余金へ振り替えてお

ります。

　また、行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に係る新株予約権の行使に伴い、資本金及び資本準備金30百万円

がそれぞれ増加しております。

　これらの結果、当中間連結会計期間末において、資本金が10百万円及び資本剰余金が4,997百万円となっておりま

す。
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書

計上額
（注）２

医薬品事業 感染管理事業 その他事業

売上高

外部顧客への売上高 2,115 370 2 2,488 － 2,488

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 2,115 370 2 2,488 － 2,488

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△）
514 △407 △11 95 △492 △396

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書

計上額
（注）２

医薬品事業 感染管理事業 その他事業

売上高

外部顧客への売上高 2,654 203 2 2,860 － 2,860

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 2,654 203 2 2,860 － 2,860

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△）
1,086 △195 △6 884 △401 482

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年１月１日　至　2023年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

「感染管理事業」セグメントにおいて、回収可能性が認められないと判断した固定資産を減損損失として

計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当中間連結会計期間において69百万円であります。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年１月１日　至　2024年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．その他

（継続企業の前提に関する重要事象等）

　当社グループは、2021年12月期から2023年12月期において継続して営業損失を計上いたしました。当中間連結会計

期間においては、前連結会計年度から業績状況は着実に改善し、営業利益482百万円を計上したものの、前連結会計

年度末まで継続して営業損失を計上していることを鑑み、引き続き継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような

事象又は状況が存在しているものと認識しておりますが、当中間連結会計期間末において現金及び預金5,152百万円

を保有しており、コミットメントライン契約による追加の資金調達余力もあることから、事業運営に必要な資金につ

いては確保していると判断しております。また、当社グループでは、当該事象又は状況の解消に向けて、以下の対応

策を実施することにより収益性の向上に取り組んでまいります。

①　医薬品事業の安定した収益の獲得

　　堅調な需要状況に対し、前連結会計年度より整備を進めてきたシフト生産体制や京都工場の医薬品ラインの立ち

上げ等の施策を本格的な実行フェーズへ進展させ、市場への安定供給を行うとともに、出荷価格の見直しによる適

正利益の確保によって安定した収益の獲得を目指してまいります。

②　感染管理事業の収益性改善

　　感染管理事業においては、「クレベリン」の主成分である二酸化塩素の有効性や安全性に関するエビデンス強化

によって信頼回復に取り組んでまいりますが、「クレベリン」の属する除菌市場は売上予測が難しい状況が続いて

いることから、広告宣伝費等のコストコントロールを強化することにより、収益性の改善を目指してまいります。

③　コスト削減

　　オフィススペースの縮小等により引き続き固定費の圧縮を図るとともに、販売費及び一般管理費の効率化及びコ

ストコントロールを強化することにより、収益性の改善に取り組んでまいります。

　以上のことから、現時点で当社グループにおいて、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと

判断しております。
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